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Ⅰ 標準的なカリキュラム案の開発過程 

 

１ 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の目的・目標 
 

「生活者としての外国人」とは，だれもが持っている「生活」という側面に着目し

て，我が国において日常的な生活を営むすべての外国人を指すものである。 

日本語が主たるコミュニケーション手段となっている我が国において，「生活者と

しての外国人」には，生活場面と密着したコミュニケーション活動を可能とする能力

を獲得することが求められる。そこで，日本語教育小委員会においては「生活者とし

ての外国人」に対する日本語教育の目的と目標を以下のように整理した。 

 

（１）目的 

  言語・文化の相互尊重を前提としながら，「生活者としての外国人」が日本語で

意思疎通を図り生活できるようになること 
 

（２）目標 

○ 日本語を使って，健康かつ安全に生活を送ることができるようにすること   

○ 日本語を使って，自立した生活を送ることができるようにすること 

○ 日本語を使って，相互理解を図り，社会の一員として生活を送ることがで 

   きるようにすること 

○ 日本語を使って，文化的な生活を送ることができるようにすること 
 

標準的なカリキュラム案は，「生活者としての外国人」が我が国で暮らす上で最低

限必要とされる生活上の行為を日本語で行えるようになり上で掲げた目的・目標を達

成するために，必要な日本語教育の内容を示すものである。日本語教育小委員会では，

以下の手順でその開発に向けた検討を行った。 

 まず，学習項目の検討を行う前提として，学習者が日本語で行うことが期待される

生活上の行為の事例の整理・選択を行った。次に，選択した個々の生活上の行為の事

例に対応する学習項目の要素と社会・文化的情報について記述を行った。その後，学

習時間と学習順序について検討を行い，標準的なカリキュラム案とした。 
 
 

２ 生活上の行為の事例の整理と選択 
 

第８期で取りまとめた「生活者としての外国人」が日本語で行うことができるよう

になることが期待される生活上の行為について，その必要性を探索的に日本人・外国

人に尋ねるアンケート調査を行った1。このアンケート調査の結果，必要性が高いと評

                                                   

1 日常生活における様々な生活上の行為について，その必要性について探索的に問う『生活上の行為に

ついて』と題するアンケート調査を実施し，生活上の行為について整理・選択を行う際の一助とした。

配布数 60，回収数 53，有効回答数 53。なお，生活上の行為を整理し，アンケートで取り上げる生活

上の行為を決める際，独立行政法人国立国語研究所（2009）「日本語教育における学習項目一覧と段階

的目標基準の開発 中間報告書 」，社団法人国際日本語普及協会（2001）「リソース型生活日本語」

からの研究成果，及び文化庁国語課による日本語教育機関へのヒアリング調査の結果を基とした。 
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価された生活上の行為については，先行研究2を参考に具体的な事例を選び出し，必要

に応じて追加すべき事例を記述した。さらに，事例を抽象度の違いにより，上位項目

と下位項目に整理した3。 

整理した生活上の行為の事例の中から，「来日間もない外国人が基本的な生活上の基

盤を形成するために必要であるもの及び安全にかかわり緊急性があるもので，日本語

でのやり取りが複雑でないと考えられるもの」を１０６事例，「基本的な生活基盤を形

成するため，又は，安全にかかわり緊急性があるため，情報として知っておく必要が

あると考えられるもの」を１５事例，あわせて１２１事例を選択した4。 
 
 

３ 生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素の記述 
 

 次に，選択した生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素を記述した5。記述を

行った学習項目の要素は，「能力記述」，「場面（場所，相手，状況・動機）」，「やり取

りの例」，「機能」，「文法」，「語彙
い

」，「４技能（話す，聞く，読む，書く）」である6。 

「能力記述」は，できるようになることが期待される具体的な行動達成目標を表し

ている。「場面」は，生活上の行為が起きる状況とそれにかかわる人々を記述している。

「やり取りの例」は，その場面で交される典型的なコミュニケーションの例である。「機

能」は，「やり取りの例」におけるそれぞれの発話の働きを記述している。「文法」は，

「やり取りの例」に現れる文法・文型のうち，基礎的なものを選んで記述している。「語

彙」は「やり取りの例」に現れる語・表現をすべて取り上げている。「４技能」は，や

り取りにおいて必要とされる技能（話す，聞く，読む，書く）のうち，該当するもの

を示したものである。 

さらに，生活上の基盤を形成するために「生活者としての外国人」が知っておくこ

とが求められる生活上の行為の事例に関する社会・文化的情報を記述した7。 
 
 

４ 標準的なカリキュラム案の開発 
 

一般的にカリキュラムには学習項目，学習時間，学習順序に関する記述が含まれる。今

                                                   

2 独立行政法人国立国語研究所（2009）「日本語教育における学習項目一覧と段階的目標基準の開発

中間報告書 」及び社団法人国際日本語普及協会（2001）「リソース型生活日本語」を参考とした。 

3 生活上の行為の事例を整理したものが，基礎資料１「生活上の行為の分類一覧」（※120 ページ参照）

及び基礎資料２「生活上の行為の事例の整理」（※121 ページ参照）である。 

4
 基礎資料２「生活上の行為の事例の整理（※121 ページ参照）」の下位項目として掲げられたもののう

ち,    部分。なお，生活上の行為の大分類Ⅴ「教育・子育てを行う」，Ⅵ「働く」（※120 ページ参

照）は子供の有無や仕事の有無により，必要性が異なるため，今回の標準的なカリキュラム案では扱っ

ていない。 
5
  「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素」については 14～93 ページ参照。また，「生活上

の行為の事例に対応する学習項目の要素」の記述作業については，日本語教育小委員会ワーキンググル

ープ委員のほかに以下の協力者の協力を得た（所属については平成 21 年 12 月 14 日現在）。 

・熊谷智子氏（中央大学文学部非常勤講師，東北大学大学院国際文化研究科非常勤講師） 

・原田明子氏（国際基督教大学非常勤講師） 

・宮崎七湖氏（早稲田大学日本語教育研究センターインストラクター） 
6 記述を行った学習項目の要素の具体的内容については「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要

素」（※14～93 ページ）参照。 

7
 「社会・文化的情報」については 94～98 ページ参照。 
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回示すカリキュラム案においても，上記２，３の過程で行った学習内容の検討に加え，

学習時間と学習順序について検討を行った。さらに，カリキュラム案をより有効に活

用することができるよう，参考資料として，「教室活動の方法の例」（※110 ページ参照）

「教室活動を行う際の参考資料（例）」（※113 ページ参照）とそれらを活用した「標準

的なカリキュラム案の活用例（実践例）」（※99 ページ参照）を作成した。 
 
 

Ⅱ 標準的なカリキュラム案の内容について 
 

１ 標準的なカリキュラム案の概要 
 

標準的なカリキュラム案は，生活上の基盤を形成する上で必要不可欠であると考え

られる生活上の行為の事例とそれに対応する学習項目及び社会・文化的情報を列挙し

たものであり，各地域において「生活者としての外国人」に対する日本語教育の具体

的内容を検討する際の基となるものであるということを強調したい。「標準的なカリキ

ュラム案で扱う生活上の行為の事例」（※12 ページ参照）及び「生活上の行為の事例に

対応する学習項目の要素」（※14 ページ参照），「社会・文化的情報」（※94 ページ参照）

がその本体部分である。標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為の大枠は次の表

に示すとおりである。 
 
 

標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為（全 30 単位） 
 

○ 健康・安全に暮らす （7 単位）         

・ 健康を保つ   

・ 安全を守る   

○ 住居を確保・維持する （2 単位）          

・ 住居を確保する   

・ 住環境を整える   

○ 消費活動を行う （4.5 単位）         

・ 物品購入・サ ビスを利用する   

・ お金を管理する   

○ 目的地に移動する （3.5 単位）         

・ 公共交通機関を利用する   

・ 自力で移動する   

○ 人とかかわる （2.5 単位）         

・ 他者との関係を円滑にする   

○ 社会の一員となる （4.5 単位）         

・ 地域・社会のル ル・マナ を守る   

・ 地域社会に参加する   

○ 自身を豊かにする （2 単位）          

・ 余暇を楽しむ   

○ 情報を収集・発信する （4 単位）        

・ 通信する   

・ マスメディアを利用する 
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 標準的なカリキュラム案は，来日間もない外国人が生活上の基盤を形成するために

必要な生活上の行為の事例と生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素及びそれ

らに要する学習時間の目安から成っている。 

 

以下，標準的なカリキュラム案の学習内容，学習時間及び学習順序についての考え

方を説明する。 

 

学習内容については，まず「生活者としての外国人」が日本語で行うことが期待さ

れる生活上の行為のうち，来日間もない外国人が生活上の基盤を形成する上で必要不

可欠であると考えられる生活上の行為の事例，又は安全にかかわり緊急性があるもの

で，日本語でのやり取りが複雑でないと考えられる生活上の行為の事例をまとめた。

さらに，その事例を日本語で行えるようになるために必要とされる学習項目の要素を

まとめた。 

 

あわせて，来日間もないかどうかを問わず，日本語学習を進める前提として，基本

的な生活基盤を形成するため，又は，安全にかかわり緊急性があるため，情報として

知っておく必要があると考えられるものを社会・文化的情報として示した。 

  

学習時間については，大分類，中分類，小分類の各区分に事例として掲げられた生

活上の行為を日本語を用いて行うことができるようになるために必要と考えられる学

習時間を「単位」で示してある。これは日本語を学習する際に必要となる具体的な時

間数ではなく，標準的なカリキュラム案全体を３０単位とした場合に，それぞれの区

分の学習にどの程度時間が掛かるかという学習時間の相対的な割合を示すものである。 

 

また，参考として，来日間もない外国人が，その生活基盤を確立する上で必要とな

る日本語学習の時間について検討し，標準的なカリキュラム案全体に当たる３０単位

を６０時間とし，それを必要最低限の時間数の目安とした。これは飽くまでも各地域

で開設する日本語教室等において必要な時間数を検討する際の目安であり，各地域に

おいてはそれぞれの実情に応じた時間設定が求められる。 

 

 学習順序については，各地域において，標準的なカリキュラム案で示されている生

活上の行為の事例の順序に従って教室活動が行われることを必ずしも想定していない。

個々の生活上の行為の必要度は，地域や学習者の状況により異なること，さらに，学

習者によっては既にある程度の生活上の行為は日本語で行うことができるであろうと

いうことを踏まえ，各地域において設定すべきものであると考えている。 

 

 なお，具体的な学習項目の記述に当たっては，文字や発音といった言語事項の学習

を個別に取り上げてはいない。「生活者としての外国人」が日本語を学習する上で，文

字や発音，基礎的な文法事項などの学習は必要であるが，個別にそれらだけを取り上

げて学習することを想定していない。文字や発音，基礎的な文法事項などは，各地域
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が域内の学習者や日本語教室の実情に合わせて，具体的なカリキュラムを編成し，実

際に日本語教育を行う中で，必要に応じて扱うことを想定している。 

 

参考として，標準的なカリキュラム案の生活上の行為の事例には，基礎資料である

「生活上の行為の分類一覧」（※120 ページ参照）及び「生活上の行為の事例の整理」

（※121 ページ参照）との対応関係が分かるように，同じ番号を付している。 
 
 

２ 標準的なカリキュラム案の活用方法 
  

標準的なカリキュラム案は，各地域において現場の実情に沿った日本語教育を具体

的に編成・実施する際に参考となるものであるが，ここでは学習内容，学習時間，学

習順序等の観点からどのように各地域において活用することができるか，その方法に

ついて説明する。 

 

（１）学習内容 

 標準的なカリキュラム案は，生活上の基盤を形成する上で必要不可欠であると考え

られる生活上の行為の事例を列挙したものである。 

ただし，各地域において実践される日本語教育のプログラムにおいて，標準的なカ

リキュラム案で示した生活上の行為の事例をどこでも一律にすべて取り上げなければ

ならないというわけではない。標準的なカリキュラム案で示した生活上の行為の事例

を学習者が既にどの程度行えるのかということも踏まえた上で，各地域において取り

上げる生活上の行為の事例を的確に選択し，具体的なプログラムとして配列する必要

がある。なお，「生活者としての外国人」に対する日本語教育の目的・目標を達成する

ためには，学習者は標準的なカリキュラム案で示した生活上の行為の事例を網羅的に

行えるようになる必要がある。 

 

 また，具体的な学習項目について，生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素

をまとめているが，各地域において日本語教育のプログラムを実施する際には，適宜

修正を加え，各地域の状況や学習者の日本語レベルやニーズに合わせることが必要で

ある。さらに社会・文化的情報についても，適宜修正を加え，各地域の実情に応じた

形にすることが望ましい。 

ある生活上の行為が行えるようになるということは，その生活上の行為が行われる

場面に関係する言語・社会・文化的な知識を使って行動できるようになるということ

である。それは，取りもなおさず，日常生活の規範を学ぶことでもある。各地域にお

いて日本語教育の内容について検討し，カリキュラムを編成する際には，ある場面で

行われる典型的な言語・非言語行動と文化的規範は密接に関係しており，不可分であ

るということを前提とすることが求められる。 

 

その一方で，日本社会における日常生活の規範を学ぶことが学習者に対する規範の

押し付けとならないような配慮が必要である。指導者と学習者の間で互いの文化に対

6
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する理解が深まるよう対話を盛り込んだ教室活動8を行う工夫が求められる。 

 

（２）学習時間 

 標準的なカリキュラム案では単位により，それぞれの大分類，中分類，小分類に区

分される生活上の行為の事例を学習する際に必要となる学習時間の相対的な割合を示

している。各地域においては，学習者の状況9に合わせた時間設定を行うこと，すなわ

ち標準的なカリキュラム案の単位を参考に，それぞれの生活上の行為の事例の学習に

どの程度時間を掛ける必要があるかを，学習者の状況に合わせて検討することが必要

である。 

 

（３）学習順序 

標準的なカリキュラム案は飽くまで日本語教育の内容及び時間配分についての大枠

を示したものであり，各地域において学習者の状況や背景，ニーズを踏まえた学習順

序にする必要がある。 

 

（４）参考資料の活用 

標準的なカリキュラム案の本体資料に加えて，本体部分をより有効に活用するため

の参考資料として「教室活動の方法の例」（※110 ページ参照）及び「教室活動を行う

際の参考資料（例）」（※113 ページ参照）を添付している。必要に応じ，これらも活用

するなどして，生活場面と密着したコミュニケーション活動を可能とする能力の獲得

につながる教室活動を充実することが望ましい。 

 

「教室活動の方法の例」は，カリキュラム案で取り上げた学習項目を体験的に学ぶ

教室活動の方法を示している。実際の教室活動では「生活者としての外国人」が日本

社会や文化について理解するだけでなく，日本人側も「生活者としての外国人」の置

かれている状況や背景を理解していくことが重要であり，具体的には学習者自身が自

分の背景や文化を日本人側に提示できるような配慮が必要である。そのために文化交

流・対話の場を設け，指導者と学習者，及び学習者同士が互いの社会・文化にどのよ

うな異同があるかをとらえられるようにする工夫が必要である。 

 

「教室活動を行う際の参考資料（例）」では，教室活動を行う際に活用できる多言語

での生活情報や教材作成の際に参考となる情報を取り上げている。 

 

標準的なカリキュラム案及び上記の参考資料を活用した教室活動の例として「標準

的なカリキュラム案の活用例（実践例）」（※99 ページ参照）を示した。各地域におけ

るカリキュラムを編成し，日本語教育プログラムを実施する際，参考とすることが期

                                                   

8
  対話を盛り込んだ教室活動の例については「フォトランゲージ」（※111 ページ），「ランキング」（※

112 ページ）を参照。 

9 言語学習経験，確保できる学習時間，日本語教室以外の場面での日本語への接触時間や日本語学習の

協力者の有無等。 
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待される。 

 

なお，付言すれば，標準的カリキュラム案の「場面」の「相手」で取り上げられて

いる人や，学習者と母語が同じでかつ滞日期間が長く，日本の生活に詳しい人の協力

や参加を得ることで，より具体的で効果的な教室活動を展開することができると考え

られる。 
 
 

３ 想定される利用者 
 

 最後に，標準的なカリキュラム案の開発に当たって日本語教育小委員会が想定した

利用者について説明する。 

 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育について，第８期日本語教育小委員

会で整理した国，都道府県，市町村の役割分担では，国は標準的な内容・方法を示す

こと，各都道府県は域内の実情に応じて日本語教育の体制・内容を検討・調整するこ

と，市町村は，現場の実情に沿って具体的に編成・実施することとされた。 

  

国が示す標準的なカリキュラム案は飽くまで指針であり，上述の役割分担を踏まえ，

各都道府県及び市町村においては，標準的なカリキュラム案で示された日本語教育の

内容に適宜修正を加え，各地域の実情に合わせて実施する必要がある。そのため，国

が示す標準的なカリキュラム案の一義的な利用者は，各都道府県，市町村における日

本語教育担当者であり，各地域において日本語教育のコーディネーター的役割を果た

す人を想定している。それは例えば，自治体の国際交流協会の担当者等である。 

 そのほかにも，各都道府県，市町村において，日本語教育施策や事業の企画を行う

際に参考としたり，教室活動を行う際に，利用し，参考としたりすることが望まれる。 

  

なお，各地域において「生活者としての外国人」に対する日本語教育の具体的なカ

リキュラムを編成し，日本語教育プログラムを実施する際には，地域における日本語

教育に精通した専門家の助言を受けることが望ましい。さらに，これら専門家も地域

日本語教育プログラムに直接かかわることが期待される。 
 
 

Ⅲ 今後の課題 
 

 標準的なカリキュラム案は，今後，各地域における具体的な活用の実践等を通じて，

その改善・充実を図っていくことが必要である。 

 

その際，標準的なカリキュラム案を参考にしたカリキュラムの編成や日本語教育プ

ログラムの実施を支援するために，標準的なカリキュラム案の使い方に関する研修を

行うことが必要である。また，各地域における教室活動やカリキュラムの例を収集し，

優れた実践を広く共有するための仕組みについても検討することが求められる。 

8
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 その一方で，各地域の実情に合わせて日本語教育のプログラムを実施するためには，

各地域の優れた実践例を共有するだけではなく，地域における日本語教育についての

専門性を持った人材が必要である。日本語教育の研究者，日本語教育担当者だけでな

く，今後，各地域における具体的なカリキュラム編成やそのカリキュラムに基づいた

教室活動の指導・助言を行う「指導者の指導者」やコーディネーター等，地域におけ

る日本語教育に関する専門性を持った人材の養成について検討を行っていくことも必

要である。 

 

 このほか，これまでの審議を踏まえ，以降の日本語教育小委員会又はその他の検討

の場において，以下の検討課題について引き続き検討を行っていくことが必要である。 
 
 

（１）「生活者としての外国人」に対する日本語教育の教材例の作成   
 

 各地域における日本語教育の支援を更に充実させるため，標準的なカリキュラム案

の内容を具体的に扱い，それぞれの現場が適宜修正を加え，活用することができる教

材例の作成・提供に向けた検討を行う必要がある。 

 

 教材例の作成に当たっては，学習者や現場の指導者はもちろん，日本語学校等の日

本語教育機関に所属する日本語教師，大学や研究機関で日本語教育についての研究を

進める専門家，さらには，地域の有識者，その他関係者と連携協力しながら作成を進

める必要がある。 
 
 

（２）「生活者としての外国人」に対する日本語教育の指導方法 
 

 標準的なカリキュラム案及び上記（１）の内容を踏まえ，教室活動の方法及び日本

語の指導方法について検討を行う必要がある。 
 
 

（３）「生活者としての外国人」の日本語能力の評価 
 

 上記（１）及び（２）を踏まえ，「生活者としての外国人」に必要な日本語能力を客

観的に測定するための基準及び評価方法についての検討を行う必要がある。 

 その際，評価結果をどのように活用するかということと関連付けて検討を行う必要

がある。 
 
 

（４）「生活者としての外国人」に対する日本語指導者の指導力の評価 
 

 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の振興を図るため，日本語指導者が

その指導力の向上に努めることができるよう指導力の評価の枠組みについても，検討

を行う必要がある。 

9
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１ はじめに

文化審議会国語分科会日本語教育小委員会は平成１９年７月に設置され，これまで「生

活者としての外国人」に対する日本語教育の体制整備，内容の改善について審議を行って

きました。

この審議の成果として，平成２２年５月１９日には「「生活者としての外国人」に対する

日本語教育の標準的なカリキュラム案について」（以下，「標準的なカリキュラム案」とい

う。）を取りまとめて公表しました。

標準的なカリキュラム案が示す内容は飽くまでも「標準的な内容」ですので，各地域で

日本語教育を行う際は，標準的なカリキュラム案に工夫を加え，地域の実情や外国人の状

況に応じたプログラムを編成することが必要です。

このことを踏まえて，今回，日本語教育小委員会においては，「「生活者としての外国人」

に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案 活用のためのガイドブック」（以下，「ガ

イドブック」という。）を作成しました。これは標準的なカリキュラム案を基にして，地域

の実情や外国人の状況に応じた日本語教育プログラムを編成する際の考え方や作成手順，

さらにその中で用いる教室活動の方法を解説したものです。

【基本的な考え】

・「生活者としての外国人」に対する日本語教育は，対話による相互理解の促進及びコミュニ

ケーション力の向上を図り，「生活者としての外国人」が日本語を用いて社会生活へ参加で

きるようになることを目指すものです。標準的なカリキュラム案は，その日本語教育の具

体的な内容やプログラムを検討・作成する際の基となるものです。

【内容】

・生活の基盤を形成する上で必要不可欠であると考えられる生活上の行為の事例，そこで必

要となる日本語学習の項目・要素，関連する社会・文化的な情報などから構成されていま

す。

【想定している利用者】

・各都道府県，市町村における日本語教育担当者等，各地域において日本語教育のコーディ

ネーター的役割を果たす人に活用されることを想定しています。そのほかにも，各都道府

県，市町村において，日本語教育施策や事業の企画を行う人や，教室活動を行う人などに

利用されることを想定しています。

標準的なカリキュラム案とは…

-1-

参考「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案について

http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyouiku/nihongo_curriculum/index.html
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【言語学習について】

標準的なカリキュラム案は「生活者としての外国人」が「日本語を用いて生活上の行為を

行えるようになること」を目指していますが，そのための言語学習は学習者が生活の中で実

際に必要性を感じて初めて意識され，進むものです。この意味で，学習者自身が生活の中で

実際に必要性を感じ，「できるようになりたい」と望む生活上の行為を適切に選ぶことが積

極的な言語学習につながります。同様に，話し言葉と書き言葉についても，学習者が生活上

の必要性を感じる部分を適切に選択することが必要です。

【教室活動について】

言語学習を促進するためには，学習者が必要性を感じ，「できるようになりたい」と望む

生活上の行為と教室活動とがつながっていることが不可欠です。具体的には，実際に生活上

の行為を体験してみるほか，実物やイラスト，写真を活用し，さらに学習者が実際のコミュ

ニケーション行動を行う行動中心の教室活動を展開することが有効です。

また，言語学習の過程には，学習者の多様な側面（興味関心・学習スタイル等）が関わり

ます。学習者の多様な側面に配慮した教室活動を行うためにも，地域における日本語教育の

専門家と協働し，適切なプログラムを作成することが学習者の言語学習の進展や充実につな

がります。

【日本語教室から地域社会へ】

教室活動では学習者の主体性を重視する必要があります。主体的かつ自律的な態度が日本

語学習に対する自信と日本語力を高めることにつながり，学習者自ら日々の生活を通じて学

び続ける生涯学習へとつながっていきます。

また，教室を離れても主体的かつ自律的に日本語学習が続けられるという自信を持っても

らうことが大切です。そのため，日本語学習が外国人にとって地域社会で生きていくための

基盤となるよう，学習の過程においても地域住民との協働活動をできる限り取り入れ，教室

活動が，日常生活における対等な人間関係，さらにはネットワークの構築につながっていく

よう工夫することが必要です。

新たに社会に参入する「生活者としての外国人」にとって，日本語習得はそれ自体が最終

目標ではありません。獲得された意思疎通の手段により，人とつながること，言葉の壁によ

って発揮できていなかった自分らしさや力を取り戻したり，発揮できたりするようになるこ

と，そして社会の一員として自立し，社会生活のあらゆる領域に参画すること，つまり「エ

ンパワメント」を実現することによって初めて目標に到達したと言うことができます。その

ことをしっかりと見据えて，地域における具体的なプログラムを構築することが大切です。

-3-
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３ 標準的なカリキュラム案の活用及び指導方法について

○文字や発音，基礎的な文法事項などは各地域
において日本語教育の具体的な内容を検討す
る際に必要に応じて取り扱うことを想定

（5ページ，33行目）

○各地域において取り上げる生活上の行為の事
例を的確に選択し，具体的なプログラムとし
て配列する必要がある（6ページ，16行目）

○適宜修正を加え，各地域の状況や学習者の日
本語レベルやニーズに合わせることが必要
（6ページ，23行目）

○「生活者としての外国人」に対する日本語
教育の目的・目標を達成するためには，学
習者は標準的なカリキュラム案で示した生活上
の行為の事例を網羅的に行えるようになる必要
がある（6ページ，19行目）

○カリキュラム案の「場面」の「相手」で取り
上げられている人や，学習者と母語が同じで
かつ滞日期間が長く，日本の生活に詳しい
人の協力や参加を得ることで，より具体
的で効果的な教室活動を展開することが
できる（8ページ，2行目）

○地域における日本語教育に精通した専門家
の助言を受けることが望ましい

（8ページ，22行目）

○生活上の行為を行えるようになるということ
はその生活上の行為が行われる場面に関係す
る言語・社会・文化的な知識を使って行動でき
るようになることである（6ページ，27行目）

○生活場面と密着したコミュニケーション活動を可
能とする能力につながる教室活動を充実する
こと（7ページ，17行目）

○カリキュラム案で取り上げた学習項目を体験
的に学ぶ（7ページ，19行目）

○日本社会における規範の押し付けにならな
いような配慮が必要。互いの文化の理解が
深まるような対話を盛り込んだ教室活動を
行う工夫が求められる（6ページ，33行目）

○日本人側も「生活者としての外国人」が置か
れている状況や背景を理解していくことが
重要であり，学習者自身が自分の背景や
文化を日本人側に提示できるような配慮が必
要（7ページ，21行目）

○文化交流・対話の場を設け，指導者と学習
者，学習者同士が互いの社会・文化につい
て学べるように工夫すること
（7ページ，23行目）

地域・学習者に応じた教育内容の選択と工夫

対話による相互理解の促進行動・体験中心の活動

専門家・地域住民との協働

標準的なカリキュラム案の言語・言語学習の考え方に基づき，活用・指導方法のポイントをまとめると
以下のようになります。

活用及び指導方法に関するポイント（標準的なカリキュラム案から抜粋）

-4-

13



14



 

Ⅰ 健康・安全に暮らす [7単位]             

01 健康を保つ [3.5単位] 

（01）医療機関で治療を受ける [2単位] 

・隣人に容態を伝えて助言を求める  

   ・初診受付で手続をする 

・医者の診察を受ける 

・病気への対処法・生活上の注意などを質問し答えを 

理解する 

（02）薬を利用する [1単位] 

・医療機関で処方せんをもらい，内容を確認する 

・症状を説明し，薬を求める 

・薬剤師等の「効能，用法，注意」の説明を理解する 

（03）健康に気を付ける [0.5単位] 

・流行性の病気についての情報を理解し適切に対処 

する 

・食品や飲料水の安全情報を理解する 

02 安全を守る [3.5単位] 

（04）事故に備え，対応する [2単位]  

・各種の標識・注意書き等を理解する（高電圧危険， 

感電注意，立入禁止等） 

・有効な施錠の仕方について理解する 

・警察（110番）に電話する 

・近くの人に知らせる（事件等） 

・救急車を要請する 

・近くの人に知らせる（事故等） 

（05）災害に備え，対応する [1.5単位] 

・自治体広報，掲示，看板等を理解し，現地を確認 

する 

・避難場所・方法を理解する・人に聞く 

☆地震について理解する 

・身を守る（地震発生時）                 

☆台風について理解する 

・天気予報・台風情報に留意し理解する 

・消防・救急（119番）や警察（110番）に電話する 

 （火災等） 
 

Ⅱ 住居を確保・維持する [2単位]            

03 住居を確保する [1.5単位] 

（06）住居を確保する [1.5単位] 

・不動産業者に相談する 

・居住する地域を選択する 

・賃貸契約をする 

・引っ越し業者に依頼する 

・必要な手続を行う 

04 住環境を整える [0.5単位]  

（07）住居を管理する [0.5単位] 

☆開始手続について理解する  

・申込みをする（電気，ガス，水道等） 

 

Ⅲ 消費活動を行う [4.5単位]                 

05 物品購入・サービスを利用する [3単位] 

（08）物品購入・サービスを利用する [3単位] 

・必要な品物を扱う店等を探す 

☆目的によって店舗の種類を使い分けることを知る 

・販売しているところを探す 

・デパート，スーパーマーケット，コンビニ，電器 

店，書店等で買い物をする 

・店内の表示を見たり店員に尋ねて欲しいものの場所 

を探す 

・売り場を尋ねる 

・店員に商品について尋ねる 

・値段を知る    

・商品の機能や値段を尋ねる 

・商品の表示を読む  

・値段・税率を計算する 

・試着を申し出る 

・色違いのものを頼む 

・サイズの変更を申し出る  

・ポイントカードや割引券を利用する 

・クレジットカードを利用する 

・必要なものを選んで購入する 

・支払いをする（対面販売） 

・返品・交換をする 

・注文する 

・店ごとに受けられるサービスと代価を理解する        

 （飲食店等の利用） 

・希望の食べ物を扱う店を探す 

・電話で予約する 

・店員と話す 

・店で人数や禁煙・喫煙などの希望を伝える 

・メニューを読む 

・メニューを選んで注文する 

・食券を買う 

・追加の注文をする 

・支払いをする（飲食店） 

☆店ごとに受けられるサービスと代価を理解する 

 （各種サービスの利用） 

・店舗を探す  

・利用方法を知る 

・コンビニエンスストアのサービス（ＡＴＭ，ファッ

クス，公共料金の支払い等）を利用する 

・クリーニング店，レンタルビデオ店，美容院，理容 

店を利用する 

・商品に添えられた情報を的確に理解する           

・新聞広告・折り込み広告を理解する 

・レシートを確認する 

・レシートを理解する 

１ 標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為の事例 
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・代金を支払う 

・カードの利用の可・不可を確認する   

06 お金を管理する [1.5単位] 

（09）金融機関を利用する [1.5単位] 

・申込みをする（口座開設） 

・預金の引出しをする 
 

Ⅳ 目的地に移動する [3.5単位]                      

07 公共交通機関を利用する [2.5単位] 

（10）電車，バス，飛行機，船等を利用する [1.5単位] 

・発車する時刻や掛かる時間を尋ねる 

・目的地への行き方を尋ねる 

・券売機を利用する 

（11）タクシーを利用する [1単位] 

・タクシー乗り場を探す 

・道路でタクシーを止める 

・行き先を告げる 

・運賃を聞き取り，支払う 

08 自力で移動する [1単位] 

（12）徒歩で移動する[1単位] 

・住所表示，交差点名，街の案内地図などを読む 

・地図上で目的地を確認する 

・地図を書いてもらう 

・目的地の方向や距離を確認する 

・目的地までの道を尋ねる 
 

Ⅶ 人とかかわる [2.5単位]                       

14 他者との関係を円滑にする [2.5単位] 

（31）人と付き合う [2.5単位] 

☆あいさつの種類と目的を理解する 

☆ＴＰＯに合った適切なあいさつ形式を理解する 

・時宜に合ったあいさつを学んで実行する 

☆あいさつの文化的相違を理解する 

・相手に合わせたあいさつをする 

・日常のあいさつをする 

・人間関係のきっかけを作るあいさつをする 

☆自己紹介の仕方を理解する 

☆相手や状況に応じた自己紹介の仕方を理解する 

・仕事上の公的な自己紹介をする 

・私的な場面で自己紹介をする 

・分からないとき，疑問に思ったとき信頼できる相手

に質問する（日本の一般的なマナー等について） 
 

Ⅷ 社会の一員となる [4.5単位]                    

15 地域・社会のルール・マナーを守る [2.5単位] 

（33）住民としての手続をする [1単位] 

☆各種手続の種類や内容について理解する 

・役所の受付で外国人登録窓口の場所を尋ねる 

・支払方法を確認する（各種税金） 

・必要性を確認する（確定申告，還付申告） 

（34）住民としてのマナーを守る [1.5単位] 

・居住地域のゴミ出しについて地域の公的機関で発行

している生活情報パンフレット等で確認し理解する 

・居住地域のゴミ出しの方法について隣人に質問する 

・マナーについて人に相談する 

16 地域社会に参加する [2単位] 

（35）地域社会に参加する [2単位] 

・居住地の自治会について隣人に尋ねる 

・自治会の会員になる 

・行事に参加する 
 

Ⅸ 自身を豊かにする [2単位]                 

20 余暇を楽しむ [2単位] 

（44）余暇を楽しむ [2単位] 

☆余暇を過ごす場所や利用方法を知る 

・適当な人からアドバイスをもらう 

・同僚や周囲の人からの口コミ情報を得る  

☆施設の種類や制度について知る（地域の公共施設） 

・利用方法を尋ねる（地域の公共施設） 
 

Ⅹ 情報を収集・発信する [4単位]               

21 通信する [3.5単位] 

（45）郵便・宅配便を利用する [2単位] 

☆郵便局のシステムを理解する 

・手紙や葉書を書いて送る 

・不在配達通知に対応する 

・宅配便を受け取る 

（46）インターネットを利用する [0.5単位] 

☆インターネットのサービス内容・利用方法を理解 

する 

・インターネット検索の方法を人に尋ねて理解する 

・電子メールを書く 

（47）電話・ファクシミリを利用する [1単位] 

・電話を掛ける 

・応答する 

22 マスメディアを利用する [0.5単位] 

（48）マスメディア等を利用する [0.5単位] 

・テレビ番組を見る 
  

※「Ⅰ」～「Ⅹ」は生活上の行為の大分類、「01」～「22」

は中分類、「（01）」～「（48）」は小分類に対応している。 

 （※120ページ「生活上の行為の分類一覧」参照） 

※「・」は基本的な生活基盤の形成に不可欠である，又は，

安全にかかわり緊急性があるために必要不可欠な生活

上の行為の事例を示す。「☆」は基本的な生活基盤の形

成，または安全にかかわり緊急性があるため，情報とし

て知っておく必要があると考えられるものを示す。 
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